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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
お
迎
え
に
な
り
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
慌
た
だ
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。幾
度
と
な
く
訪
れ
る
コ

ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
明
け
暮
れ
、
気
の
休
ま
る
時
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
建
設
中
の
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
）
は
巨
大
な
工
場
施

設
が
姿
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
県
は
工
業
団
地
を
合
志
市
に
も
設
置
の
許
可
。そ
の
こ
と
で

セ
ミ
コ
ン
周
辺
に
進
出
希
望
の
多
く
の
企
業
が
手
を
挙
げ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。御
代
志
駅
前
の
開
発
も
形
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。そ
し
て
待

望
し
て
い
ま
し
た
中
九
州
高
規
格
道
路
の
建
設
も
進
み
始
め
ま
し
た
。

こ
の
先
合
志
市
が
益
々
、
様
変
わ
り
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
に
残
さ
れ
た
県
議
会
の
任
期
も
今
年
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
し

た
が
、
振
り
返
れ
ば
私
の
思
い
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
面
も
多
々
あ

り
ま
す
。皆
様
の
お
力
で
今
一
度
県
議
会
に
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
、

熊
本
県
ま
た
合
志
市
の
た
め
に
力
を
出
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
思
い
と
、お
願
い
を
込
め
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
一
月
吉
日

熊
本
県
議
会
議
員
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合
志
市
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
文
化
会
館
に
て
多

数
の
出
席
を
戴
き
、
県
政
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。
宮
原
康
晃
後
援
会
会
長
の
開
会

の
挨
拶
の
後
、
荒
木
市
長
を
は
じ
め
、
坂

本
哲
志
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史
、
馬
場

成
志
両
参
議
院
議
員
、
大
平
雄
一
県
議
会

議
員
、
坂
本
武
人
合
志
市
議
会
議
長
の
温

か
い
来
賓
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
後

池
永
県
議
の
県
議
会
で
の
一
般
質
問
で
挙

げ
て
き
た
県
政
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
九
思
会
代
表
の
吉
永
健
司
市
議

の
閉
会
の
挨
拶
と
、
四
月
の
県
議
選
に
向

け
て
市
商
工
会
青
年
部
の「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

コ
ー
ル
で
、
会
場
が
一
体
と
な
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

人
気
テ
レ
ビ
番
組「
そ
こ
ま
で

言
っ
て
委
員
会
」レ
ギ
ュ
ラ
ー
で

作
家
の
門
田
隆
将
氏
を
招
い
て

の
講
演
会
が「
日
本
を
救
っ
た

リ
ー
ダ
ー
た
ち
」を
テ
ー
マ
に
、

合
志
市
企
業
等
連
絡
協
議
会
主

催
で
合
志
市
文
化
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
を
見
渡

せ
ば
現
在
も
戦
争
や
紛
争
が
起

き
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
平
和
な
日
本
を
望

む
も
の
で
す
が
、
今
置
か
れ
て
い

る
近
隣
諸
国
と
日
本
の
現
状
、

そ
し
て
世
界
の
情
勢
と
日
本
の

立
場
を
再
考
す
る
場
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
に
は
門
田
隆
将

氏
著
の
本
が
25
冊
ほ
ど
並
ん
で

い
ま
す
。
現
地
取
材
を
丹
念
に

行
う
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
一
読
を

お
勧
め
で
す
。

　

御
代
志
地
区
農
業
公
園
北
側

に
あ
る
県
内
唯
一
の
慰
霊
塔
の

前
で
、
荒
木
市
長
は
じ
め
関
係

者
に
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
御
代
志
駅
開
業
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
、
駅
周
辺
に
は
い
ろ
ん

な
商
業
施
設
が
建
設
予
定
で
、

御
代
志
地
区
が
大
き
く
変
貌
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
政
報
告
会 

﹇
12
月
25
日
﹈

池 永 幸 生 県 議 会 議 員 活 動 報 告

討議資料

門田隆将氏と文化会館にて

新御代志駅右手に展開される予想図 新御代志駅

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
慰
霊

新
御
代
志
駅
開
業
記
念
式
典

作
家
の
門
田
隆
将
氏
を

招
い
て
の
講
演
会
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県
下
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の

む
し
歯
及
び
近
視
に
つ
い
て

生
涯
を
通
じ
、歯
科
検
診
の

実
現

支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
最
大
限
に
！

原
材
料
高
騰
な
ど
に
よ
る

廃
業
の
増
加

新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
を
‼

新
し
い
市
の
建
設
計
画

障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
の

社
会
的
自
立
に
向
け
た

学
校
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

九州・沖縄防議連連絡協議会総会(東京)

高校生フェスティバルにて
11／8 教警常任委員会管外視察
福井県警とのディスカッション

熊
本
県
議
会
定
例
９
月
本
会
議

　

令
和
4
年
9
月
9
日
〜
10
月
5
日
で
開
催
。
議
事
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
予
算
が
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
な
ど
を
計
上
し
、
1
1
1
億
円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
半
導

体
産
業
関
連
に
つ
い
て
は「
九
州
半
導
体
人
材
育
成
な
ど
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
置
。
熊
本

大
学
や
熊
本
高
専
の
専
門
人
材
の
育
成
強
化
、
県
立
熊
本
工
業
高
に
新
学
科
の
新
設
等
の
取

組
も
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

9月3～4日農業公園カントリーパークで行われた
WANIMAフェスティバル

コロナワクチン開発中のKMバイオロジクス視察

虫歯予防のスローガンの提案

足羽川ダムを視察

新
空
港
が
3
月
に
開
業
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
産
業
育
成
も
重
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
熊
本
県
観
光
の
現
状
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
観
光
戦
略
部
長
に

お
尋
ね
し
ま
す
。

（
観
光
戦
略
部
長
）令
和
3
年
の
県
内

宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年

に
比
べ
減
少
。
県
で
は
観
光
資
源
の
開
発

と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
観
光
立
県
推
進
計
画
に
基
づ
き
特
に

熊
本
地
震
や
令
和
2
年
の
豪
雨
災
害
な
ど

の
被
災
観
光
地
の
創
造
的
復
興
と
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
意
識
し
た
新
し
い
観
光
ス
タ

イ
ル
の
確
立
に
力
を
入
れ
る
。

答 質

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
環

境
に
対
す
る
現
状
認
識
と
支
援
方
針
に
つ

い
て
商
工
労
働
部
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
商
工
労
働
部
長
）県
で
は
商
工
会
連

合
会
と
連
携
し
国
や
県
の
支
援
策
を

紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
、
専
門
家
の
派

遣
、
D
X
相
談
窓
口
の
設
置
を
実
施
し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
と
い
う
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
飲
食
業
の

方
々
な
ど
に
も
経
済
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を

期
待
す
る
。
商
工
団
体
が
実
施
さ
れ
る
貴

重
な
影
響
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
中
小
、

小
規
模
事
業
者
の
方
々
を
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
く
。

答 質

合
志
市
の
将
来
の
発
展
に
資
す
る
広

域
交
流
拠
点
構
想
に
つ
い
て
。
こ
の

計
画
を
進
め
る
こ
と
で
10
年
後
20
年
後
の

合
志
の
姿
を
ど
う
み
れ
ば
良
い
か
。
　

（
知
事
公
室
長
）半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
な
ど
を
好
機
と
捉
え
、
県
全
体

の
発
展
に
繋
げ
た
い
と
い
う
思
い
に
よ
る

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
開
発
な
ど
農

に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
や
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
な
ど
交
流

を
促
進
す
る
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
研
究
の
継
続
性
の
確

保
を
前
提
と
し
た
議
論
が
不
可
欠
と
な
る
。

県
で
は
関
係
部
で
構
成
す
る
庁
内
検
討
会

議
を
立
ち
上
げ
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
合

志
市
と
も
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、

合
志
市
周
辺
市
町
関
係
、
商
工
団
体
の
意

見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
提
案
へ
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
る
。

答 質
令
和
3
年
発
表
さ
れ
た
令
和
元
年
度

の
県
内
虫
歯
有
病
者
率
が
1
歳
6
カ

月
児
に
お
い
て
は
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
1

位
で
あ
り
、
同
じ
く
3
歳
児
で
は
45
位
、

12
歳
児
で
も
38
位
と
由
々
し
き
状
態
で

あ
っ
た
。
幼
児
の
虫
歯
有
病
者
率
の
改
善

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
組
ま
れ
て
い

る
の
か
教
育
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
教
育
長
）学
校
で
は
虫
歯
の
予
防
に

つ
い
て
学
校
歯
科
医
等
と
連
携
し
歯

磨
き
指
導
と
合
わ
せ
て
フ
ッ
化
物
洗
口
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
確
実
に
減
少
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

健
康
福
祉
部
等
と
連
携
し
、
フ
ッ
化
物

洗
口
を
実
施
す
る
際
の
感
染
対
策
を
ま
と

め
た
手
引
書
を
作
成
の
上
、
各
学
校
に
周

知
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
村
を
訪
問
す
る

な
ど
実
施
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
の
質
問
で
ス
ロ
ー

ガ
ン
作
り
を
提
案
。
く
ま
モ
ン
を
使
っ
た

ポ
ス
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
虫
歯
予
防
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
く
、
と
思
い
ま
す
。

支
援
学
校
の
校
舎
の
改
善
と
老
朽

化
に
対
応
し
た
整
備
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就

労
支
援
、
職
業
教
育
に
つ
い
て
は
、
県
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

環
境
作
り
を
進
め
る
事
で
、
知
事
が
言
わ

れ
て
い
る「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
く
ま

も
と
づ
く
り
」の
理
念
に
繋
が
る
の
で
は
。

（
教
育
長
）県
教
育
委
員
会
で
は
、
次

の
３
つ
の
こ
と
に
取
組
ん
で
い
る
。

一
、「
特
別
支
援
学
校
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
学
校
に
配
置
し
、
就
職
先

の
職
場
開
拓
な
ど
の
就
労
支
援
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

二
、「
熊
本
県
特
別
支
援
学
校
技
能
検
定
」

を
実
施
し
、
就
職
に
必
要
な
技
能
や

意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

三
、
障
が
い
の
あ
る
子
供
た
ち
の
社
会
的

自
立
の
実
現
の
た
め
、
就
労
支
援
の

充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
。

　

ま
た
、
校
舎
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で

ゆ
き
た
い
。

答 質

答 質

一括帰国を求める国民大集会
(東京)に於いて

全
拉
致
被
害
者
の
帰
国
を
求
め
る
大
会

足
羽
川
ダ
ム
を
視
察

主な
視察研修を
終えて

　

川
辺
川
に
建
設
予
定
と
同
型

の「
流
水
型
ダ
ム
」を
建
設
中
の
、

福
井
県
の
足
羽
川
ダ
ム
を
視
察
。

下
流
域
の
生
命
財
産
を
守
る
と

期
待
さ
れ
る
。

福
井
県
警
と
の
意
見
交
換

　
　

福
井
県
警
で
は
学
生
服
に

反
射
材
を
採
用
、
夜
間
の
事
故

防
止
に
。

　

東
京
で
は
荒
川
流
域
の
被
害

を
守
る
巨
大
な
調
整
池
、
通
称

地
下
神
殿
を
視
察
。
石
川
県
で

は
近
代
的
な
図
書
館
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々

な
研
修
を
通
し
て
、
熊
本
県
に
、

ま
た
各
自
治
体
に
導
入
す
べ
き

こ
と
は
多
々
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。


